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研究成果の概要（和文）： 本研究は「回転ドア」を切口に、中国の対外政策決定プロセスにおける構造的な特
徴を明らかにした。中国建国から現在に至るまで、対外政策にかかわる組織間の「回転ドア」は主に以下の三つ
において観察される。①党（中聨部）ー政府（外交部）；②地方政府ー国有企業；③党・政府・軍・国有企業・
地方政府ー学者。
　本研究を遂行する上で、まず中国の主な外交組織、そして主な外交官のデータベースを構築した。そして対外
政策の人的にネットワークにおいて、党と政府には相関関係がみられるが、近年外交部と中聨部の役割分担が顕
著である。他方、地方政府に関係するネットワークは中国の縦割りの統治構造（「条」）に強い影響を受ける。

研究成果の概要（英文）： By analyzing the case of "revolving door", the study attempts to identify 
structural features in China's foreign policy decision-making process. The following three types of
 "revolving doors" can be observed. (1) Party (International Department of the CPC Central 
Committee) - government (Ministry of Foreign Affairs); (2) local governments - state-owned 
enterprises; and (3) Party, government, military, state-owned enterprises, local governments - 
academics.
In conducting this research, I first created a database of China's major diplomatic organizations 
and leading diplomats. Within the interpersonal network of foreign policy, there is a strong linkage
 between the party and the government, and in recent years there has been a clear division of roles 
between the Ministry of Foreign Affairs and the International Department of the CPC Central 
Committee. On the other hand, networks related to the local level are strongly influenced by China's
 vertical governance structure ("tiao").

研究分野： 中国の対外政策

キーワード： 政策決定　地域研究　国際関係　中国の外交
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は「制度」と「人的ネットワーク」の両側面から総合的に中国の対外政策決定プロセスを検討した。権
威主義体制下の中国では、「制度的デザイン」のみならず、「人的ネットワーク」も対外政策決定に多大な影響
を及ぼしている。つまり、中国において統治の制度化が進んでいる一方で、こうした制度に張り巡らされている
パトロン・クライアント関係、地縁血縁関係も政策決定に影響を与えている。
　「人的ネットワーク」に着目した従来の研究は政府と国有企業の関係などにフォーカスしたものが多く、対外
政策分野の「人的ネットワーク」に関する研究は極めて限られている。こうしたことから、本研究で構築したデ
ータベースは大きな意味を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

社会の多元化が進行している中国では多様なアクターが対外政策にかかわるようになっ

た。「誰がどのように政策決定にかかわり、どのような影響を及ぼしているのか」は中国の

対外政策決定の構造を理解する上で最も重要な研究テーマとなっている。 

「誰が」にかかわる研究は比較的進んでおり、先行研究では「党・政・軍・地方・企業」

の 5 つの「関与者」が世論を巻き込みつつ、様々なルートを通じて対外政策決定に影響を与

えていることが明らみとなっている (Linda Jakobson, 2010; 浅野亮,2011)。こうした先行

研究を踏まえて、本研究は中国の対外政策決定にかかわるアクターとして、「党、政、軍、

地方、学者」に焦点を絞り、対外政策決定のプロセスを明らかにする。 

政治研究の分野では、中国政治体制の強靭性をめぐって論争が繰り広げられている。

Andrew J. Nathan (2013) や Bruce J. Dickson (2016) は社会の変化に応じた統治の制度

化や組織化に着目し、権威主義体制の強靭性を指摘している。これに対して、Cheng Li（2012）

をはじめとする多くの研究者は中国政治における「人治」の側面に着目し、制度化の限界を

強調する。このような解釈の違いを踏まえ、本研究は中国において統治の制度化が進んでい

る一方で、こうした制度に張り巡らされているパトロン・クライアント関係も政策決定にお

いて重要な役割を果たしているとの考え方に立脚し、「制度化」と「人的ネットワーク」の

両面から対外政策決定の構造的特徴を解明する。 

つまり、研究途上にある「どのようにどのような影響を」という問題の解明をする上で、

制度化と人的ネットワークの双方に着目し、中国の対外政策決定の特徴を明らかにしたい。 

 

 

２．研究の目的 

 本研究は「回転ドア」を通して、「制度的デザイン」ならびに「人的ネットワーク」が中

国の対外政策決定に与える影響を解明する。「回転ドア」は人的ネットワークを研究する上

で有効な概念であり、本研究において中国の実態に即して、「党・政・軍・地方・企業」間

の人事の動きを指す。 

 

対外政策決定にかかわる制度化のプロセス 

中国の対外政策決定にかかわる制度化は以下の三つの段階を経て今に至っている。 

建国～1958 年：「党・政府・軍」間の分業体制の構築と確立。 

1978 年～2006 年：集権から分権へ。 

2006 年～：対外組織に対する規制強化から集権へ。（＊1959 年-1978 年の間は制度的改

革が行われておらず、政治的混乱の中で 1958 年体制が維持されていた） 

 

2006 年までの中国の対外政策決定は一定程度の研究の蓄積があり、1978 年から 2006 年

の政策形成と執行については「分断化された権威主義」とも称されている。本研究はこうし

た先行研究を踏まえ、習近平体制に入ってから、対外政策分野における集権体制がどのよう

に構築され、また集権体制が政策決定と政策執行にどのような影響を与えたのかを明らか

にする。 



 

エリート間の人的ネットワーク 

下記 3 つの回転ドアに焦点を当て、人的ネットワークが中国の対外政策決定に与える影

響を明らかにする。 

① 党（中聨部）― 政府（外交部） 

② 地方政府 ― 国有企業 

③ 党・政府・軍・国有企業・地方政府 ― 学者 

 

①は中国建国当初から現在に至るまで見られる現象であり、②は 1978 年以降の動き、③

は特に 1990 年代に入ってから活発化している。本研究は習近平体制下において、上記 3 つ

の回転ドアの在り方にどのような変化が生じたかを考察し、人的ネットワークから見た中

国の対外政策決定の構造的特徴を明らかにする。 

 

データベースの構築 

 「エリート間の人的ネットワーク」の研究を進めるうえで、対外政策の形成と決定に関わ

った、あるいは関わっている「人」に関する調査は必須となる。調査結果を収集、加工した

データベースの構築も行う。 

 

 

３．研究の方法 

 本研究は対外政策にかかわる組織間に存在する「回転ドア」を切り口として、「制度的デ

ザイン」と「人的ネットワーク」の両側面から、中国の対外政策決定の構造的特徴を分析す

る。 

具体的には、以下の四つの段階に分けて、研究を進める。 

対外政策決定にかかわる制度化のプロセス 

① 党（中聨部）と政府（外交部）の関係 

② 地方政府と国有企業の関係 

③ 党・政府・軍・国有企業・地方政府と学者の関係 

 

 

４．研究成果 

 本研究に関して、主に三つの研究成果を上げることができた。 

中国の対外政策にかかわる組織の指導者、外交部の部長、副部長クラスに関する情報収集

を行い、中国の対外政策分野における人的ネットワークに関するデータベースを構築した。

このデータベースは、今回の研究のみならず、データを持続的に更新することになり、今後

の研究の基盤ともなりうる貴重な財産となる。 

 

本研究は習近平時代の対外政策分野における集権化のプロセスに焦点を当て研究を行い、

中国の対外政策決定に関して次のような知見を得ることができた。 

 

（1） 制度化のプロセス 

1980 年代以降の制度的分権化が対外政策決定に与える影響において、これまでの研究は



制度上の特徴となる「タテ（条）」と「ヨコ（塊）」への注目はごくわずかしかなかった。し

かし、2006 年以降の集権化プロセスは主に地方レベルへのコントロール（「タテ（条）」）が

重視されている一方で、各省庁への権限への制限は行われておらず、組織間の連携（「ヨコ

（塊）」）も依然として十分に機能していない。 

つまり、2006 年以降の中国の対外政策決定プロセスにおいて、「タテ（条）」の集権と「ヨ

コ（塊）」の分権は大きな特徴となっており、地方政府、国有企業による政策へのコミット

は限定されるようになった。その一方で、政府機関、軍や一部の学者が政策形成に与える影

響は依然と大きい。 

 

（2）人的ネットワーク 

 習近平体制下で繰り広げられている「反腐敗運動」は特に地方政府と国有企業への打撃が

大きい。このため、地方政府と国有企業の回転ドアは機能せず、地方政府や地方シンクタン

クによる発信力も弱体化した。他方、党・政府・軍の分業体制は依然として維持されている。 

党（中聨部）と政府（外交部）との間で分業体制がさらに深化する一方、地方組織間の人

的なつながりも相対的に強化されている。また対外政策分野での集権プロセスにおいて、外

交部の役割が突出していることも特徴的である。 
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